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1.は じめに

1977年7月19日 ～21日g)3日 間、斜里平野 とそ

の周辺地域 の地形発達史を明 らかにすべ く調査 を

行った。調査 日数が限られていたこと、調査地域

を3分 して調査 したために、地層の判定 その他に

統一 を欠 くきらいがあることなど、不十分な点が

多 くあるが、 それらは今後の調査に待つ ことにし

て、今回の調査で明 らかにされた事柄 を報告 し、

今後の問題点 を指摘 したい。なおこの調査に際 し

て色々 と御教示下 さった知床博物館の金盛典夫、

小林敬両学芸員、宿泊 をは じめ多大の便宜をはか

って下 さった斜里町教育委員会の皆川忠義、和田

信明、阿部広太郎氏その他の諸氏に深 く感謝の意

を表 したい。

II.地 形 ・地質概略

斜里平野は北海道東部知床半島のつ け根のす ぐ

西 にあるオホーツク海に面 した海岸平野で、東 を

海別火山およびその基盤岩山地、南を斜里火 山、

西 を屈斜路火 山起源の火砕流堆積物 を基盤 とした

小清水台地 にかぎられている。その大部分は沖積

平野で、周囲には台地 ・扇状地 が発達 している。

沖積平野は海岸 に沿 う6列 の砂丘 とその内側 に分

布する、かつての潟湖の名残 りである泥炭地 と・斜

里川 ・幾 品川の埋 め立てによって生 じた沖積地 と

からなる。周縁の台地 ・扇状地 は少なくとも4っ

の地形面に分けることが可能である。

皿.各 地形面の記載

砂丘、沖積地、台地 ・扇状地 について主にのべ、

山地について も若干ふれる。

※ 駒沢大学北海道教養部地理学科

1.砂 丘

a.砂 丘 の分布 と形態

斜里平野の北 を限って、砂丘 が海岸沿 いにやや

南 に湾曲 しながらほぼ東西にのびている。 その幅

は斜里町市街地周辺で最 も大 きく800mに 達 してい

る。 これらの砂丘は細 かくみると6列 に区分で き

る。西方の涛釣湖周辺で1列 にすぎないが、中央

部 にあたる斜里町市街地周辺で2列 、朱円西北で

は5列 になる。第1図 は斜里町市街地東部 から奥

蘂別川河口の間の砂丘 を示 したものである。 ここ

では新旧6列 の砂丘 が認め られる。最も古い砂丘

1は 最も広 く分布 し、涛釣湖 から峰浜 まで分布す

るが、奥蘂別川河 口からその西約3.6㎞ にわた つて

存在 しない。その幅は大 きく300～600mま で ある。

高度 も大部分が標高15mを 越 え、30m以 上 に達す

る所 もある。この砂丘は海岸線 に対 してわず かに

陸側 に湾曲 している。 したがって斜里町市街地で

は海岸線 から300m内 陸 にあるが、涛釣湖付近では

20～30mに な り、さらに西では砂丘1の 一部が海蝕

によ りけず られている。斜里町市街地東3kmf寸 近

では海岸から120～130m内 陸 にあるが、それより東

の峰浜西では海蝕 によりけず られてい る。 この湾

曲は

①沿岸流の海岸線をより直線的にしよ うとす る

働 きによるものか。

②斜里町市街地付近がその東 と西に比べ相対的

に隆起 したためか。

③砂・丘1形 成後、斜里町市街地付近 に斜里川の

河口が形成 され、その周辺 に砂 が多 くたまるよ う

になったためか。

のいずれかであろう。

砂丘1が 奥蘂別川河 口か ら西へ約3;6kmに わたっ

て分布 しないことは、この砂丘形成後 しばらくの
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第1図 斜里町市街東方1～6kmの 砂丘分布図

伽騨向 腐植層 触騨● 隆下軽石層V:砂 丘V

　 灰白火山灰層 …・・ 砂丘砂層理 聯 砂丘w

第2図 斜里町市街東方4kmの 放水路わきの砂丘横断面図

間、斜里 川の河 口が現在より東方にあったことを

暗示 しているが、これは③の説の傍 記となる。

砂丘1の 表面は起伏が大 きく北西 一南東方向の、

砂丘の延長方向に斜交する谷 ・尾 根 が 認 め られ

る。これは当時、北西風 が卓越 し、砂丘上 にかな

りの風蝕 が行なわれたことを示唆する。

砂丘:『III・IVは 斜里町市街地東方2.5kmか ら5

㎞ まで、約2.5kmの 間 にのみ分布す る。これ らはII

が一番内陸にあり順に海側 に分布する。 これらは

いずれも幅100m以 下 、高 さ10m以 下 の小 さいもの

で、砂丘1の 東端 から東へ枝分 かれす るように延

びている。細 かくみると湾曲 しており、内陸側の

ものほど湾曲が著 しい。これ らの砂丘 は砂丘1が

侵蝕 されて存在 しなかった所、即 ち斜里川 ・幾品

川などの旧河口に出来たものであろう。 この地域

は、おそらく何 らかの原因で現在の斜里町市街地

付近の砂丘 が破 られ新 し・い河 口が開いたことと無

関係ではなく、また同時期の ものであろう。

これらの砂丘群 にもその表面に砂丘1と 同 じ北

西 一南東方向の凸凹があるが、比高は小 さく目立

たない。砂丘IVの 海側 には砂丘V・IVが あ る。VI

は 現在海岸側の半分が削 りとられている。

b.砂 丘 の構造

砂丘 の内部構造の調査 は不十分で、なお今後の

詳査が待たれる。 ここでは2～3の 露頭での観察

結果 をのべ る。

斜里町市街地の砂丘1の 露頭ではクロス ラミナ

をもっ砂丘砂が上から8m以 上存在したが下限は

不明である。最上部に厚 さ50cmの 腐植層があり、

その下部 に厚 さ10cmの 黄 白色降下軽石層が見出さ
1)れた

。これは多分km-5aで あろ う。朱円西北の放

水路脇の最も海岸に近い所で は砂丘 の内部 に腐植

層が認め られ、砂丘がV、VIに 分 けられることが

地質的 にも明 らかである。この砂丘 の表面下1m
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第3図(a)砂 丘砂の粒径累積頻度曲線(S1～12の 採取地点は第5図(c)参 照)

あ

ii

第3図(b)砂 丘砂の粒径分布、縦軸は重量頻度、

横 軸 は粒 径(mm)、(S1～12の 採 取地点 は第5

・ 図(C)を 参 照)

た らずの層準に2枚 の火山灰層が挾 まる(第2図)
。

砂丘砂 を数ケ所で採取 し、12の 試料 につ いて粒

度分析 を行 なった(第3図)。 かなり分級がよい

試料とそ うでないもの とに明隙に分けられるが、

採取地点 ・場所 について問題点があり、細 かな検

討は今後 に待 たれる。

砂丘 に関 して今後調査すべ き事項 には次のよ う

なものがある。

(1)砂 丘 列の分帯 ・対比

(醜)河 口の移動の変遷

(iの 各砂丘 の年代、14C年代 ・遺跡分布

GV)各 砂丘の内部構造、クロスラミナ層、火山

灰層 、 基底砂州 の高度

(V)各 砂丘の高度、幅、長 さ、表面形態

これ らを明らかにすれば沖積世のこの地域の海

面変化 ・気象変化の様子が明 らかとなり、斜里平

野の発達史を編 む うえに役立つであろう。

2.沖 積平野

斜里沖積平野は海岸砂丘 と台地 ・扇状地 に囲ま

れた標 高4～10m、 面積約50kn%低 地 で ある。こ

れに南西か ら斜里川が、東南から幾品川、奥蘂別

川 が流入 している。

a.沖 積平野の地形区分

この地域 は平担で地形区分 はむっか しいがく空

中写真(1975年 撮 影)の 色調判読 から3っ に分け

ることがで きる(第4図)。

平面形の特徴 などから、最 も白っぽ く見えるの

は最近の洪水流の流心部の跡で、黒っぽく見 える

のは洪水流堆積物 がほ とん どの らない泥炭地、中

間の灰色 の部分は洪水流 に薄 くおおわれた部分 と

考 えられる。これ らは互いに漸移 し区分が困難 な

箇所 が少な くないが、一般 にはかなり明隙 に区分

す ることがで きる。 この洪水流は斜里川 ・幾 品川

に由来することは分布 から明らかである。
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斜里川の河道は清里町の北1.5kmで 急 に東へ向き

を変 えるが、洪水流はそこで溢流 してそのまま北

進、斜里沖積平野西半部いっぱいにひろがり勢い

を弱めた。 しかし、流心部 はかなりの勢いで斜里

町市街地西2kmの 地 点の砂丘 まで達 した。幾品川

も北西へ流下 している河道が急 に北転 する所で溢

流 し、そのまま直進 して沖積平野中央部 いっぱい

にひろがった。 これらの事実が空中写真 から読み

とれるが、その性質 ・堆積時期 などにつ いて不明

な点が多い。

沖積平野は屈曲 した細長い旧流路 が無数 に認 め

られる。一般 にその幅は2-3m、 深 さは数10cm

程度 の小規模 なもので ある。

b.表 層地質

最近の斜里沖積平野の変遷 を知 るために1mの

検土杖を使って沖積平野の表層ボー リングの調査

を行なった。その結果は第5図 に示 される。一般

に最上部 は耕土 ・腐植土でその厚 さが20～40cmあ

る。下位 には泥炭層が認め られることが多い。 こ

の両者の間には10～15cmの 厚 さをもっ黄白色降下

軽石層が認 められる。 この降下軽石層の上位 には

腐植土 との間に粘土 ・シル ト・泥炭が挾まること

がある。

黄 白降下軽石層はkm-5£)と 考えられ、斜 里沖積

平野ではほとんど層厚 ・粒径 とも変化 しな い。明

隙な層理 もな く短時間内に堆積 したもの と考えら

れる。 したがって これは同時期面を示すこ とにな

り、時代 をここで区切ることがで きる。そ こでこ

の降下軽石層の直上 と直下の地層の分布 を調べ、

当時の環境復原 を試みた。その結果は第6、7図 に

示 される。腐植土 ・ローム層を陸成、泥炭 を潟湖

・湿原、砂 ・シ ル トは河川流路、粘土は潟 湖への

河川の流入口と考えると、軽石降下直前 には砂丘

に閉塞 された古斜里湖の南半分が埋めたて られ、

東西 に細長い潟湖 または湿原があり、そこには古

斜里川 ・古幾品川が三角州 を形成 していた。
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泥 炭 腐刷 ・咽 一ムなど陸成蝿

粘L

第6図 軽石(カ ムイヌプリ5a)直 下の地層分布図

泥 炭 腐樹 … 一ムなど陸 成層 石少斤砂

粘1二 腐植i二・ロームなど陸成層

第7図 軽石(カ ムイヌプリ5a)直 上の地層分布図
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軽石降下後 には潟湖 ・湿原の埋 め立てはさらに進

み、古斜里川 ・古幾 品川の三角州は北へ北進 し、

砂丘 に接す るほどになった。前述のように黄白色

降下軽石層がkm-5aに 対比 されるとすれば、この1)

噴 出年代 が約500年 前 とされているので、これ らの

事柄 は500～1000年 程 度以前の話 になる。一般 に泥

炭の成長速度は縮 年とされているので、1mの ボー

リング柱状 図 の 真 中付 近 に認め られる黄白色 降

下軽石層が500年 前 というのはつ じつ まがあってい

る。

以上か ら斜里沖積平野は能取湖 ・サ ロマ湖のよ

うな潟湖が干上 ることによって生 じたことが推定

され、そのもとになる古斜里湾は縄文海進によっ

て生 じたことが予想 されるが、それら数千年以前

の地史 を知 るにはより深いボーリング資料 とその

花粉 ・けい藻分析 などのデータが必要である。

3.台 地及び扇状地

斜里沖積平野を とりま く台地 ・扇状地は上位か

ら江鳶面、美幌面、止別面、三井農場 面(斜 里岳

火山麓扇状地)の4つ に分 けられる(第8図)。

これ らについて十分な調査 がで きなかったので・

ここで は空中写真による観察結果と既存の文献の

成果 を加 えてその概略 と問題点 をのべ、今後の調

査 の指針 としたい。

a.江 鳶面

清里町の東2kmに 標 高70m弱 の南北 に細長い台

地が存在する。この構成物 について未調査で ある

が屈斜路軽石流堆積面の可能性 がある。今後 これ

につ いてその上 にの る火山灰層 とともに調査す る

必要 がある。

b.美 幌面

調査地域 の西縁 には小清水台地 の東半分があり、

その最上位面である美幌面が広 く存在す る。調査

地域南縁で標高約70mで あ るが、北へ漸次低下 し

て涛釣湖付近で沖積面下 に没する。これは屈斜路

軽石流堆積物 を削 る礫 層(厚 さ約5m)か らなる

開析扇状地面である。厚 さ約20mの 火 山灰層をの

せているため、礫 層の上限は海岸から8km南 方 で

沖積面下 に没 してい ることになり、実際も海岸よ

り6km南 の9号 道路 に沿 う露 頭で基部 まで火 山

灰層が露出 し礫 層は認 められない。 したがって、

この台地 は海退期 に生 じた扇状地 にみ える。 しか
3)4)し

、阪口、佐藤は美幌面 を最終 間氷期の海進時 に

形成 されたもので、後の変動で北へ傾動 したと解

釈 した。これにつ いては屈斜路火山の活動史も含

めて今後検討す る必要があると考 えられる。

斜里沖積平野の南 に平野 と比高20mの 急 崖で接

す る台地 があるが、 これは高度 ・開析度か ら美幌

面に対比。 しか し、段丘構成層は屈斜路軽石流 を

おおう厚 さ20m以 上 の軽 石 質 成 層含礫 砂 層で汀

線付近の堆積物 と考 えられる。 しかし、火LI」灰層

の厚 さは5m内 外で小清水台地の美幌面 に比べ、

はるかに薄 い。 したがって より新 しい時代の地形

面である可能性がある。汀線 に近 い堆積相 を示す

西
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農
場
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里
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火山灰層 含礫砂層 礫 層 火砕流推積物

第8図 斜里平野南部の台地、扇状地の模式断面図

1.江 鳶面2.美 幌面3.止 別面4.三 井農場面
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ので最終氷期の中間の亜間氷期の海域堆積面が隆

起 した可能性 も考えられる。これについても今後.

よ り詳細 な火 山灰 を主体 とした調査 が必要であろ

う。

C.止 別面

清里の西方、小 清水 台地の東端 に美 幌 面より

20m低 い段丘 面がある。 この段丘は美幌 面を切 る

斜里川の侵蝕面といわれてい岩斌 その火山灰層
については未調査で ある。

d.三 井農場面

中斜里南の台地 、美幌面をその南ではおおい、

北端では美幌 面を開析す る谷中にのみ存在する扇

状地面 を三井農場 面とす る。 これは斜里岳の北麓

の火山麓扇状地の末端部 にあた り、美幌面より急

な傾斜 をもってい て、北端では沖積面下に没す る。

同 じ面 に対比 され るものとして幾品川 ・奥蘂別川

の扇状地面が挙 げられ る。 これらは2-3段 の面

に細分 されるが、その詳細 は未調査なので、ここ

では とりあえず三井農場面 として一括す る。今後

この細分、各扇状地の火山灰 ・構成物 につ いて明

らかにする必要 がある。

4.山 地

斜里平野の東 には知床半島を形づ くる山地がそ

のまま南西方向にのびて きている。 したがって、

知床半島のオホーツク海 に面 した海岸線 もそのま

ま南西 にのびて山地 と斜里平野 との境界線 となっ

ている。そ して、その境界線 にそって2-3本 の平

行 した断層 が走 っている。 これはケルンコル ・ケ

ルンバ ットなどの明隙 な断層地形 によって知 られ

る。 しかし、 この断層はまだ露頭で確認 していな

い。今後、断層の分布、変位量、変位速度 などを

明らかにする調査が必要である。

海別岳は輝石安山岩質の熔岩 を主体 とした円錐

火 山であるが、南 ・西側の火山原面は残存 してい

るものの、北向きの斜面は大 きく破壊 され原形 を

とどめていない。 その侵蝕地域 には多 くの地た り

地形が見出 され、火 山体侵蝕の主役が地£ りであ

ったことを物語 る。峰浜 に流下する糠真布川の両

岸も破砕 された海別火山の熔岩か らなる地£ り地

形 が認め られ る。

】V.地 形発遣史

斜里平野の地形発達史を明 らかにする目的で調

査 を行なったが、 日数不足 などの理由により調査

が不十分で、地形発達史を編 むのに十分 な資料を

得ることがで きなかったが、得 られた資料から言

及で きる範囲内で、発達史の概要を列挙す る。

(1屈 斜路 カルデラ形成、鳶江面(軽 石流堆積面)

形 成 〔海退期?」 。

(2)美幌 面形成 〔海退期?〕 。

(3)美幌 面形成後期 〔海進の可能性?〕 。

(4吐 別 面形成、古斜里川の侵蝕。

(5撮 終氷期の海退期 に扇状地(三 井農場面)形

成。

(6晦 進(お そらく縄文海進)に より古斜里湾形

成。

(7湾 口に砂州形成→砂丘1形 成→潟湖形成。

(奥葉別川西で海 とっながっていた)。

(8)潟湖 の埋積開始。潮口は斜里町市街地付近 に

移動。砂丘H形 成→ 旧潮口閉塞。砂丘 皿、1V

形 成。

(9砂 丘V形 成。潟湖半分以上埋積、湿原形成。

(10廣白色降下軽石(km-5a)堆 積。

(11砂丘W形 成。灰 白色火山灰(Mb-a?)降 下。

(12腰水流、沖積平野をおお う。

V.お わりに

今後の調査がまたれる問題点 を列挙す る。

(1)砂 丘 列の分帯 と各砂丘の構造。

(2)沖 積 平野の洪水流の性質 と構成物、地形。

(3)扇 状 地の堆積物 、火山灰 ・面区分。

(4)台 地 の火山灰層 ・構成物。特に火山灰 によ

る美幌面(小 清水台地 と中斜里南方)の 対

比、細分。

(5)美 幌 面の礫層の性格(海 成層または河成層

?→ 海進または海退?)

(6)深 層 ボーリングの蒐集(1000年 以前の沖積

平野の発達、変遷 を知るため に。泥炭の花

粉分析から気候変化 を、粘土 ・砂 ・磯 層な

どの層相変化 から海面変化を、火山灰層か

ら年代 を)。

(7)水 準 点改測成果の分析 と地殻変動(特 に美

幌面の変位の有無 にっいて)。 東方山地境

界の断層運動 との関連。
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